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◆ 左京七条三坊の調査一第8 1 - 1 次

１はじめに

この調査は、橿原市木之本町において宅地造成にとも

なう事前調査として実施したものである。調査地は香久

山の西裾部で､ 、木之本町の集落からは、道路を隔てて東

に位置する。調査区は、1 9 8 5 ～1 9 8 7 年の第４６．４７．５０．

５３次調査（『藤原概報1 6～1 8 』）で検出されたS F 4 3 0 0 、

S D4 3 0 1 . 4 3 0 2 ､ S A4 2 8 2等の東三坊坊間路に関連する遺構

の南延長上にあたり、それらの検出を調査の主たる目的

とした。調査而積は4 2 8 , 2 である。
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基本層序は、上から耕土、床土、黄褐色土( 地山) 、暗

褐色砂質土（地山）である。後述する井戸の断而観察に

よれば、さらにその下には砂喋層が厚く堆積している。

すべての遺構の検出は黄褐色土上面で行った。検出した

主な遺構には、古墳時代の流路、藤原宮期の掘立柱塀・

素掘溝、中世の掘立柱建物・井戸・溝がある。

古壊時代の遺構

調査区南東隅から北端中央に向かって流れる流路

S D 8 7 0 2 である。幅は４ｍ。上屑遺構保護のため完掘はし

なかったが、下層堆積土には、布留式の土師器、上屑に

５世紀から６世紀代の須恵器片が含まれ、藤原京建設以

前には埋没していたと考えられる。

藤原宮期の遺構

南北溝S D 8 7 0 0 とそれを埋め立てた後に建てられた南

北塀S A 8 7 0 1 がある。S D8 7 0 0 は北方の第4 6 次調査などで

検出した溝S D4 3 0 1 の南延長上にほぼ位置し､ 束三坊坊間

路東側溝とみられる。溝は幅1 . 2 ｍ、調査区北部での深さ

0 . 7 ～0 . 8 ｍで、南ほど浅くなって、北端から約2 0 ｍで途

切れる。埋土に流水の形跡はみられず、暗褐色土で埋め

立てている。埋土には藤原宮期の土器が含まれている。

なお、西側溝については本調査区では検出されず、削平
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図１３第8 1 - 1 次調査遺構図１：２５０

されたとみられる。

南北塀S A 8 7 0 1 は、１１間分を検出した。柱掘形は一辺

1 . 2 ～1 . 5 ｍ・いずれにも柱抜取穴か柱痕跡がある。柱間

は約2 . 4 ｍ（８尺) で、深さは北端で0 . 3 ～０．４ｍｏＳＤ８７００

同様、南で浅く、南端では約0 . 1 ｍしかない。柱抜取穴に

は藤原宮期の土器が少堂含まれていた。

S A 8 7 0 1 はS D8 7 0 0 の位置を踏襲して建てられており、

遺物の上からも、藤原宮期の中での造替えとみられる。

このことから当調査区周辺の原地形は、香久山西麓の
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れ、底部の３段分が残るのみであった。埋土出土遺物か

ら1 2 世紀後半には廃絶していたとみられる。

S E 8 7 0 9 は一辺３ｍ以上の掘形をもつ石組井戸である。

S E 8 7 0 7 と同様、石組の石は大半が抜き取られ、砂喋層上

面から稜まれた底部の４段を残すのみであった。抜取穴

埋土からは、瓦器椀、土師器皿・羽釜、青磁椀片等が出

- 1 ﾆ した。井ﾉ『は13世紀末から141 1 t 紀前半代に廃絶したで

あろう。

室町時代の遺構

ＳＤ８７２０・S D8 7 2 1 は、調査区東辺で検出された幅

3 . 0 ～3 . 5 ｍ、深さ0 . 8 ｍの南北満。両溝とも調査区の北で
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尾根に派生する南から北に下る緩やかな傾斜地であって、

藤原京の造営に際しても平坦に造成されることなく、瀧

や塀が設けられたことをうかがわせる。

平安時代後期から鎌倉時代の遺構

S K87 0 6は最大1幅4 . 5ｍ､深さ０．９ｍの不整形な土坑であ

る。西壁の中腹部から底部にかけて大石が投棄されてい

た。埋土は上層と下層に大別される。上畷から' 3 枇紀前

半代の瓦器椀の完形品が大堂に出土した。下ﾙｉでは, 2 1 , ｔ

紀後半代の瓦器椀が最新である。

S E 8 7 0 7 は一辺約２ｍの隅丸方形の掘形をもつ石組井

戸で､ 深さは0 . 8 ｍある。石組上部の大半の石は抜き取ら
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緩やかに西へ屈曲し、蛇行する。S D8 7 2 1 は屈曲部から北

の西壁部を人頭大の石や瓦で護岸し､ S D8 7 2 0 の東岸を壊

していることから、１５世紀中頃に溝を掘り直したことが

明らかである。西壁護岸部の南で土師器小皿が屑に沿っ

て一括投棄されていることもこれを裂づける。S D 8 7 2 0 は

浅く不整形な土坑S K 8 7 1 4 より新しく掘られた溝で､ その

西の石組井戸S E 8 7 1 0もS K 8 7 1 4より新しい。井戸S E 8 7 1 0

の廃絶は遺物からみると１５世紀中頃以降のことである。

井戸S E 8 7 1 0の北の井戸S E 8 7 1 1はS E 8 7 1 0の掘形の一部を

壊して造られている。S E 8 7 1 1 は深さ２．０，．石はすべて抜

き取られている。遺物からみた時期には大差がない。

３ｉ置物

土器、瓦埠類、石製品が出土した。

土器整理箱にして1 0 箱程度で、その７割は中世に属し、

藤原宮期に属するものは少ない。

藤原宮期のS D8 7 0 0 ・S A 8 7 0 1 出土の土器はその大部分

が細片である。土師器は、杯Ａ、杯Ｂ蓋（１）、杯Ｇ、皿

Ａ、高杯（３）、鉢類（４．５）があり、鉢類の残りが良

いのに対して、護類などの煮沸形態の量が少ないことが

特徴的である。須恵器は、杯Ｂ、平瓶、横瓶、台付長頚

壷（７）、謹類がある。須恵器杯Ｆ（６）は、上部が外に

開いてＳ字状に屈曲し、口縁を丸くおさめ、下半部にケ

ズリをほどこすことや、胎土が綴密で、灰白色を呈する

という特色をそなえることから佐波理銃の模倣形態であ

る可能性が高い。

S K 8 7 0 6 からは、多量の瓦器皿（８．９）、椀（1 3 ～1 8 ）

と少量の土師器皿（1 0 ) 、土師器羽釜、白磁椀（１１．１２）

が出土した。S D8 7 2 0 からは土師器Ⅲ( 1 9 . 2 3 ) 、土師器羽

釜（2 4 ) 、瓦器椀（2 2 ) 、東播系須恵器播鉢（2 5 ) 、青磁椀

や白磁椀が出土した｡ S D 8 7 2 1 には土師器小皿が一括投棄

されており、器壁の厚いもの（2 0 ）と薄いもの（2 1 ）に

大別できる。ほかに土師器羽釜、瓦質土器の播鉢（2 6 ) 、

火鉢、深鉢、青磁椀などが出土し、すべて小片ではある

が、豊富な器種構成をもっている。

瓦簿類丸瓦36点、6 . 7 k g、平瓦12 6点、21 . 2 k g、噂１点

が出土し、いずれも第4 7 次、第5 0 次調査( 『藤原概報1 7 』）

で報告されたものと同型式である。

石製品中世土坑S K 8 7 1 3 から出土した石帯がある｡ 奈良

時代末から平安時代初頭の型式に属する。
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図１５南北塀ＳＡ８７０１（南から）

４まとめ

藤原宮期の南北溝S D 8 7 0 0 は､ 北の左京六条三坊での成

果に対比すると、東三坊坊間路の東側溝とみてよいだろ

う。西側溝は削平のため遺存していなかったが、推定路

面上には､ S D8 7 0 0に重複して南北塀S A8 7 0 1がある｡ 藤原

京条坊が藤原宮期に廃止される状況は六条三坊でも確認

されているが、七条三坊て、も当初は西北坪と東北坪が坊

間路で分離されていたが、後にこの二つの坪を一体に利

用し、南北区画塀を設けたことが判明した。

つぎに、中世の南北溝S D 8 7 2 0 とそれを改修した

S D 8 7 2 1 にかんしては、調査地周辺の水田の段差や畦畔

に、この溝と南北に連続しているものがみられ、平面的

にそれらをたどると現在の木之本の集落を囲む。環濠の

遺存地割であろう。とすれば、S D8 7 2 0 ･ S D 8 7 2 1 は中･ 世環

濠集落の東を画する満である可能性が高い。

以上のように本調査区では、藤原宮期と中世環濠との

２つの時期の区画施設の存在を明らかにしたが、香久山、

1 1 1 ノ川を東にひかえる環境で、それらがどのように機能

したかは興味深い課題である。今後の調査で、周辺施設

との関連や当地区の土地利用の変遷が追究されていくこ

とを期待したい。（羽鳥幸一）


